
 10th Anniversary

Chopin Festival 2019

期間　2019年5月27日（月）～6月1日（土）
会場　カワイ表参道コンサートサロン「パウゼ」

in Omotesando
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入場料
¥3,000

開  場
11:30
開  演
12:00
入場料
¥800

5月31日（金） 6月1日（土）

ショパン・フェスティバル2019 in 表参道 第10回 ショパン・フェスティバル2019 in 表参道

主催　日本ショパン協会
協賛　カワイ音楽振興会　株式会社 全音楽譜出版社　　　　　株式会社 学研ホールディングス　
後援　駐日ポーランド共和国大使館　　　　　 The Fryderyk Chopin Institute　　   ポーランド広報文化センター
 ワルシャワ市　　   株式会社 音楽之友社　月刊ショパン　公益財団法人 日本ピアノ教育連盟　
 一般社団法人 全日本ピアノ指導者協会　　　    株式会社 河合楽器製作所　カワイ音楽教育研究会

　東京音楽大学付属高校ピアノ演奏
家コース卒業。ポーランド国立ショパ
ン音楽大学、同大学院を首席卒業。同
研究科修了。併せてイモラ国際ピアノ
アカデミー(伊)卒業。これまでに播本
枝未子、岡田敦子、ピオトル・パレチニ、
ピエロ・ラッタリーノの各氏に師事。
2010年ショパン国際ピアノコンクー
ル出場。ポーランド全国ショパン・ピ
アノコンクールで外国人唯一の入賞、

”Premio Accademia”(ローマ)をはじめ
国内外のコンクールにて多数優勝、入
賞。国内外の著名なオーケストラとの共
演、各国でのリサイタルに招待されるな
ど幅広く演奏活動を行う。2017年3月、8
年半の留学を終え完全帰国。2018年10
月、デビューCDを発売。
　2017年度より昭和音楽大学非常勤講
師を務めるなど、後進の指導にも力を
注いでいる。日本ショパン協会正会員。

　1998年11月生まれ。7歳よりルドミ
ル・ルジツキ音楽学校にてM.コヴァル
スカ氏のもとピアノを始める。2017年よ
りシマノフスキ音楽大学にてW.シュ
ヴィタワ氏に師事。
11歳で初めてキェルツェ交響楽団と共
演し、これまでにポーランド、フランス、
イタリア、アメリカで多くのオーケストラ
と共演。
　2016年ポーランド全国ショパン・ピ

アノコンクール優勝。2018年ヤング・
ポーランドコンクール入賞他、数々の
国内外のコンクールにて入賞。
　彼の努力に裏打ちされた業績と才
能は国や地域の協会に評価され、
キェルツェ・タレント賞などを複数回
受賞。国立芸術教育機関、ポーランド
文化国家遺産省等より奨学金を授与
されている。

　1989年岩手県盛岡市生まれ。第1回
ショパン国際ピリオド楽器コンクール
第2位(2018年)、ブルージュ国際古楽コ
ンクール最高位(2016年)はじめ数多く
受賞。フィレンツェ五月音楽祭、モンテ
ヴェルディ音楽祭（クレモナ）、ゴルドベ
ルグ音楽祭(グダニスク)等、欧州の音
楽祭にも出演を重ねる。協奏曲では18
世紀オーケストラなどと共演。2018年

にはロイヤル・コンセルトヘボウ管弦
楽団のメンバーと共に室内楽形式によ
るピアノ協奏曲のリサイタルをオラン
ダにて開催。
　CDはシューベルト作品集(Fuga  
L ibera、レコード芸術特選盤)、バル
トーク『2台のピアノと打楽器のための
ソナタ』(MUSIS)など。
　アムステルダム在住。

チケット一般発売開始
2019年3月1日（金）

Kamil Pacholec

カミル・パホレツ

P r o f i l e

P r o f i l e P r o f i l e

〈特別ゲスト〉
2016年ポーランド全国ショパン・ピアノ
コンクールの覇者がショパン・フェスティ
バルに登場！

～ピリオド楽器で蘇る魅惑のショパン～
ピリオド楽器で蘇るショパンの魂 ! 
第1回ショパン国際ピリオド楽器コンクール
第2位入賞の古楽の新鋭が描く新しいショパン。

ピアノリサイタル レクチャー

川口成彦

開 場 16：30　開  講 17:00開 場 18:00　開  演 18:30

東京メトロ表参道駅「A1出口」徒歩1分
東京メトロ明治神宮前駅「4出口」徒歩10分
JR原宿駅「表参道口」徒歩15分
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OMOTESANDOカワイ表参道
コンサートサロン［パウゼ」
〒150-0001
東京都渋谷区神宮前5-1　2F
Tel.03-3409-2511
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日本ショパン協会
〒140-0002 
東京都品川区東品川4-10-27 
住友不動産品川ビル2Ｆ　（株）河合楽器製作所内
TEL. 03-6718-4239
FAX. 03-6712-4013
http://chopin-society-japan.com
受付時間　平日10:00～17:00

Naruhiko Kawaguchi

ショパン：
ポロネーズ 変ロ長調 op.71-2
2つのワルツ op.69
ボレロ ハ長調 op.19
前奏曲 嬰ハ短調 op.45
バラード第3番 変イ長調 op.47

滝　廉太郎:
2つのピアノ小品
　メヌエット、 憾 

クルピンスキ：
ポロネーズ ニ短調 

ショパン:
ピアノソナタ 第2番 変ロ短調 op.35「葬送」

〈特別ゲスト〉
ショパン ー その人となり、

ポーランド的？世界的？

ショパンの音楽は、たびたび万国共通
の芸術であると言われていると同時
に、純粋にポーランド的でポーランド
の心でもあります。
今回のレクチャーでは、この矛盾につ
いてその核心に迫ります。

○写真部分をクリアニス引く

P r o f i l e

アルトゥル・シュクレネル
Artur Szklener
(ショパン・インスティテュート所長)

～ 日本・ポーランド国交樹立100周年記念 ～
ショパンの祖国ポーランドと日本の国交が樹立して100年、このメモリアルイヤーに
「ショパン・フェスティバル in 表参道」も10周年を迎えました。
ショパンの名曲はもちろん、ポーランドと日本の作曲家の数々の小品もお届けします。
そして２年ぶりにショパンに関するレクチャーも開催いたします ！

Marie Kiyone

木米真理恵 ～マズルカと辿るポーランドのまなざし～
マズルカって難しくてよくわからない・・・
そんな方にもぜひ、マズルカを通してポーランドの
香りを感じ、楽しんでいただきたいです。

ショパン ：
4つのマズルカ op.7

吉松　隆 : 
プレイアデス舞曲集I op.27 より 
　3. アップル・シード・ダンス

ショパン ：
4つのマズルカ op.33

シマノフスキ：
練習曲 変ロ短調 op.4-3
マズルカ op.50-2

ショパン :  
3つのマズルカ op.59

武満　徹 ：
ロマンス

ショパン ：
ワルツ イ短調 op.34-2 「華麗なる円舞曲」
3つのマズルカ op.59
舟歌 嬰ヘ長調 op.60
アンダンテ・スピアナートと

華麗な大ポロネーズ op.22 

※曲目が変更になる場合がございます。 
※未就学児の入場はご遠慮下さい。 
※完売となる公演もございますので
　お早めにご予約下さい。

　1972年ポーランド・クラクフ生ま
れ。1997年ショパンの幻想曲の現代
的奏法におけるアナリーゼを研究・
発表し音楽学優等生としてヤギェウォ
大 学を卒 業 。エクセター大 学と
PHAREプログラムの奨学金を得て、
2008年ショパンの旋律形についての
博士論文を発表。
　2001年よりNIFC国立ショパン研
究所にて、 音楽学専門家、 研究課程

コーディネーターとして勤務。
　2009年より研究と出版分野の副責
任者となり、2012年5月より所長に就
任。
　これまでショパン会議の議事録の
編集や、ショパン作品のファクシミリ
版作成の補佐などを行い、ショパン
の作品や奏法の分析に大きな影響
を与えている。

© Fumitaka Saito

© Sho Yamada

日本・ポーランド国交樹立100周年
（1919～2019年）記念事業

使用楽器 ： プレイエル　1843年製
協　　力 ： タカギクラヴィア（株）




